
注１）未来ミーティング意見には下線を引き、主なシナリオには★～グループと記載した。
注２）構成や内容は、検討委員会の審議を経た後、別途更新する。

柱立て 現 状
中間像への取組（課題、
実現可能で有効な方法

等）
中間像

将来像への取組（課題、
プラスを増やす方法等）

将来像

①
生活と仕
事 (2章-
3）

一つの仕事に従事し、会
社の都合で見知らぬ土地
に住むことがある。本社
機能が多い東京及び首都
圏への人口流出も多い。

テレワーク等の情報通信
技術を活用する。

副業、複業による複数の
収入がある。ダブルワー
クができる。

起業などを含めシェアリ
ングエコノミーにより、
自分の望む生活水準の所
得を得られる環境を整え
る。

住みたい地域で住み続け
ることができ、生活の拠
点が複数ある。起業者が
集い、スタートアップを
支援するまちになる。

②

リカレン
ト教育
（2章-
1）

終身雇用制度であり、一
度学校を卒業し就職する
と、再び学ぶ機会を持つ
人は少ない。

ジョブ型雇用の進展に伴
い、高度な専門知識を得
るインセンティブを増や
す。

ジョブ型雇用が増える社
会となる。

阪神間には兵庫県にある
私立大学の1/3が集中し
ているように、高等教育
機関の集積をいかし、社
会人に対して高等教育機
関での高度で専門的知識
の習得が進む。

企業と大学が連携し、リ
カレント教育で、自己の
能力を磨き直すことが常
態化した社会となる。

③
多様な働
き方 (2
章-6）

・働く場に求める希望条
件について、学生時代に
は考えなかったが、社会
人になって初めて気づく
ことも多い。労働需要と
労働供給にミスマッチが
生じている。
・自己実現ができる働き
方ができていない。
・リモートワークが進ま
ない。
・ダブルワークができな
い。
・会社の体質が旧態依然
である。
・ライフスタイルに合わ
せた働き方ができない。
・残業が多い。
・有給が取りづらい。

【総論】
企業や行政（労働需要
側）が目指すべき地域統
一的なガイドラインにつ
いて、以下の項目を手掛
かりに検討を進めるとと
もに、運用を開始する。

【各論】
１　リモートワークがで
きる。
２　ダブルワークができ
る。
３　残業が少ない。
４　成長できる環境があ
る。
５　働きやすい雰囲気を
作っている。
６　キャリアを実現する
ための教育がある。
７　休みが取りやすい環
境がある。
８　理念やビジョンを発
信している。
９　変化に対して柔軟な
働き方ができる。

企業や行政（労働需要
側）がガイドラインを活
用し、自らの雇用環境を
積極的に公表する機会が
増える。

ガイドラインを導入する
企業や行政の数が多くな
り、ガイドラインの地域
での認知度が上がるよう
ガイドラインの普及を推
進する。

企業や行政（労働需要
側）と働き手（労働供給
側）の双方でガイドライ
ンが最大限活用され、誰
もが希望する働き方が実
現できる地域となる。

★多様な働き方グループ

④

ゆとりあ
る暮らし
(2章-3、
2章-6）

仕事は仕事、趣味は趣味
など、生活と仕事を明確
に区別する。

テレワークなど、従来の
働き方にとらわれない手
法を普及させる。

仕事と趣味、やりたいこ
との両立、重なりが増え
てくる。仕事では、社内
の雰囲気が良く、残業が
少なく、休みが取りやす
い環境になっている。

生活と仕事の境界線が曖
昧になる。

趣味、地域活動などの
サードプレイスが充実
し、時間や気持ちにゆと
りができる。

⑤

移動手段
の確保(2
章-3、2
章-6）

移動手段が確保できない
ことで、阪神地域への参
入障壁となっている。

自動運転や乗り捨て型
カーシェアを地域の各地
で試験的に導入する。

【山間部・鉄道沿線】
都市部の近くで広い家に
住め、スローライフを送
ることができる。週末だ
けやってきて利用する
「週末シェアハウス」と
して利用する。

【JR以北、JR以南】
スーパーやコンビニのレ
ジが無人化され、Zoom等
で住む地域も自由に選べ
るようになり、阪神地域
にも人が増える。また、
テレワークにより都市部
に出る必要性が少なくな
り、阪神地域でも新しい
観光の形態ができる。

交通網が行き届いていな
い地域において、自動運
転や乗り捨て型のカー
シェアを普及させる。

自動運転技術の進展によ
り、手を動かさなくても
移動できる交通手段の低
コストな社会が実現され
る。移動手段の固定費や
事故の不安がない社会と
なり、若い世代が集まる
など、世代間のバランス
が良い社会となる。

★若い世代の定住定着・呼び込みグループ
⑥

阪神新地域ビジョンの実現に向けたシナリオ(案)　※骨子案の第４章関連

１
　
自
分
ら
し
い
ス
タ
イ
ル
が
実
現
で
き
る
ま
ち

シナリオテー
マ

（削除）
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柱立て 現 状
中間像への取組（課題、
実現可能で有効な方法

等）
中間像

将来像への取組（課題、
プラスを増やす方法等）

将来像
シナリオテー

マ

⑦
求人（2
章-5）

企画、設計型の仕事やス
タートアップベンチャー
の求人が、阪神地域で見
つけにくい。

求人の地域情報集約化や
阪神地域企業間の人材交
流を促進させる。

経営陣の考え方が一斉に
変わるとともに、地域内
の待遇や条件が可視化さ
れるなど、企業の労働感
が底上げされている。

求人と求職者の双方に、
ミスマッチを防ごうとす
るインセンティブを高め
る。

一つの会社に所属しない
（全員がフリーランスで
ある）社会となり、AIが
特技に応じて仕事を割り
振るなど、適職につなが
る。

★若い世代の定住定着・呼び込みグループ

⑧

充実した
暮らし
（2章-
3）

共働き世帯が増え、ワー
クライフバランスを重視
する。

テレワークや柔軟な勤務
時間で、従来の働き方に
とらわれない手法を普及
させる。（再掲）

地域のコミュニティに参
加する機会が増える。

つながりを付加した
フォースプレイスを得ら
れるようになる。

自分の能力をいかし、や
りがいと生きがいを持っ
て社会貢献し、成長でき
る環境がある。一方で、
家族や仲間とのつながり
を通じて充実した生き方
が浸透する。

⑨

夢のある
暮らし
（2章-
1）

充実感をあまり感じられ
ない、あるいは夢がない
という人がいる。

人口減少社会だからこそ
できることや、選択肢の
多様さを各自が認識でき
るようにする。

人口減少の中でも、個人
の充実度が高まる。個々
のスキルを活かす場を最
大限のプラットホームが
用意されている。

失敗してもチャレンジで
きる環境を整える。

若者をはじめ、全世代を
通じて夢を語ることがで
きる。

⑩

担い手不
足の解消
と生産性
の向上
（2章-
1）

人口減少社会であらゆる
場面で担い手が減ってい
る。

ICTの発達により、仕事
や生活で、オンラインを
使う場面を拡大する。

仕事や生活など身近な場
面でオンラインが当たり
前となる。

対面の価値を残しつつ
も、オンラインの効率性
を追求する。

担い手不足が解消され、
個々人の負担が軽減する
一方、一人当たりの生産
性も向上する。

⑪
文化芸術
（2章-
6）

「阪神間モダニズム」と
いう地域資源を知ってい
る人が少なくなってい
る。

行政が取り組むこと、市
場に委ねること、住民が
取り組むことをコラボ
レーションさせ、「阪神
間モダニズム」を再創
造、認知度向上を図る。

「阪神間モダニズム」の
認知が進み、住民が地域
に愛着を持ち、地域内外
の交流人口が拡大する。

「阪神間モダニズム」を
世界に向けて発信する。

阪神地域と言えば「阪神
間モダニズム」と地域内
外で認知されるようにな
る。

⑫
文化芸術
（2章-
6）

関心のある人、機会のあ
る人だけが、文化芸術に
接している。

まちなかアートや駅ピア
ノなど、文化芸術が生活
にある風景を増やす。

子どものときから文化に
触れることができる地域
となる。人口は減少して
も、文化活動に参加する
人口が増える。

仕事や地域活動におい
て、芸術文化を人の心を
豊かにする手段として活
用する。また、子どもの
育ちに寄り添い、こころ
豊かな人を育てる。

文化芸術が、ソフト・
ハードともに、地域住民
になくてはならない手段
や場所として活用され
る。また、子どもたち
も、こころ豊かな社会の
一員となる。

⑬
自然（2
章-2）

地域住民の担い手の不足
により、自然環境が保全
されていない状況にあ
る。

住んでいる地域に近い自
然として、都市に近い里
山、尼崎運河の活用など
を見直す。

地域らしい緑や景色と
いった地域性を地域住民
が自ら発見、検討する社
会となる。

地域住民が環境保全の担
い手を育成するととも
に、地域同士で地域性を
発信し合う。

いつまでも美しい自然を
後世に残せるようにす
る。

⑭
スポーツ
（2章-
6）

学校のクラブ活動や余暇
にスポーツを楽しむ。

ジョギングや筋肉トレー
ニング以外に、一人で簡
単にできるスポーツを認
知、普及させる。

eスポーツの普及など、
世代や体力にかかわりな
く取り組める環境を整え
る。

地域で世代を超えてス
ポーツに取り組める環境
を整える。

地域ぐるみで生涯スポー
ツが定着し、コミュニ
ティの充実と健康的な生
活が実現できる。

⑮
学び直し
（2章-
1）

学習は学校を卒業するま
でというのが一般的であ
り、卒業後に再び学ぶ機
会を持つ人は少ない。

地域でのセミナーや講座
のように気軽に参加でき
る学習の機会を拡げる。

人生100年時代となる中
で、地域住民の生涯学習
が常態化する。

阪神間には兵庫県にある
私立大学の1/3が集中し
ているように、高等教育
機関の集積をいかし、地
域住民が生涯にわたって
高等教育機関での学習が
できる環境を整える。

自己啓発はもとより、多
様な地域資源のある阪神
地域にも目を向ける機会
が広がり地域（シビッ
ク）プライドが磨かれ、
地域への愛着と誇りが育
まれる。

⑯
つながり
（2章-
1）

高齢者世帯の増加に伴
い、見守りが必要な高齢
者が増えている。

ICTの発達により、仕事
や生活で、オンラインを
使う場面を拡大する。
（再掲）

情報通信技術の発達によ
る生活へのサポートが広
がる。

子どもや高齢者が、主体
的にリモートでの意思疎
通や安否確認を使用す
る。

オンライン、オフライン
を問わず、「向こう三軒
両隣」のような意識も強
まり、見守りが行き届
く。

⑰

つなが
り、コ
ミュニ
ティ（2
章-1）

コミュニティを探すのが
大変である。気軽に参加
できるコミュニティがな
い。

手軽に、身近に参加でき
るツールを作る。次のよ
うなシステムを構築す
る。

・子育て、料理、学習の
分野で、助けが欲しい人
と、助けたい人をつなげ
るシステム。
・共通テーマの下、問題
解決にあたるグループを
つくるシステム。

恋愛以外の分野におい
て、マッチングアプリが
導入され、人々が利用し
始める。

日常的なマッチングアプ
リの利用を促進させ、コ
ミュニティを形成する。

コミュニティを形成する
場であり「シェアタウ
ン」のある地域になる。
「シェアタウン」では次
のような機能、仕組みが
ある。

・趣味や嗜好が共通の
人々からなる場所の形成
・地域内の学校の卒業生
同士で結婚し居住すると
家をプレゼントするよう
な優待制度

２
　
自
然
、
歴
史
、
文
化
が
息
づ
く
ま
ち
、
人
を
育
て
る
ま
ち



柱立て 現 状
中間像への取組（課題、
実現可能で有効な方法

等）
中間像

将来像への取組（課題、
プラスを増やす方法等）

将来像
シナリオテー

マ

コミュニティに興味が無
い。つながりが希薄であ
る。

阪神地域らしさ（※）を
いかしたまちづくりを行
い、コミュニティへの興
味を高める。

※インフラが整ってい
る、エンターテイメント
が充実している、大学が
多い、製造業が盛んであ
る、日本酒が旨い、農林
業が盛んである、ベッド
タウンである、待機児童
が多いなど。

誰もが気軽に立ち寄れる
「行き交うまち」や、各
大学同士・地域が連携し
「帰るまち」（2020年
～）、趣味趣向の合う者
同士で分かち合う「出会
うまち」（2030年～が形
成される。

年齢性別の違う人同士で
のシェアハウスを斡旋す
るなど、一定の価値観を
持った人々が集まって生
活できる集団を形成す
る。

★地域のつながり・コミュニティグループ

⑱

つなが
り、コ
ミュニ
ティ（2
章-1）

単身者の増加や、少子化
と高齢化が進行する。

AIなどのデジタル技術が
進展し、コミュニティの
検索がしやすくなる。

単身者であっても、本人
が望めばつながりを持ち
やすくなる。

単身者であると孤独であ
るなどの考え方を変えて
いく。単身者であっても
つながりをつくっていけ
るような考え方に変えて
いく。

結婚しなくても家族のよ
うな関係性を気づくこと
ができる、外国人県民で
あっても言葉の壁がなく
なるなど、単身者であっ
てもつながりがある社会
となる。

★地域のつながり・コミュニティグループ

（
追
加
）

若者同士
の共助網
（2章-
1）

自治会では、義務的な行
事が優先され、加入者に
は等しく役が回ってくる
など、若い世代には自治
会に苦手意識のある人も
多い。

従来の自治会組織ではな
く、加入希望者の意向に
沿った活動ができるよう
に変えていく。

自治会組織の多チャンネ
ル化により、興味関心の
ある分野での参加が可能
となる。

若者自身がつながれる共
助網の構築を考える。

仕事の合間に自治会に参
加できる、近所の子ども
のいる世帯の子育てを補
助できるなど、若い世代
の活躍の幅が広がる。

★若い世代の定住定着・呼び込みグループ

⑲
つながり
（2章-
1）

少子高齢化とあわせて、
近隣住民との集まりが希
薄化し、地域活動やボラ
ンティアが減少してい
る。

地域で活発に活動する高
齢者、アクテュブシニア
の存在感を高める。

情報通信技術の発達によ
る生活へのサポートが広
がる。（再掲）

子どもの見守りや高齢者
の見守りには、アクティ
ブシニアの支援やリモー
トでの意思疎通や安否確
認を広げる。

５Gまたはそれ以上の普
及などICTのオンライン
とオフラインのハイブ
リッドのつながりが実現
する。

⑳
多文化共
生（2章-
4）

自分とは異なる文化や
人々と、積極的に交流す
る人は少ない。

外国人県民などの文化的
背景が異なる人々との交
流が広がる。

お互いに支え合い、学び
合う多文化共生が広が
る。

増加が予想される外国人
県民に、地域活動への参
加を促す。

外国人県民にとっては自
己実現の場になる。ま
た、地域にとっては、次
世代の地域活動の担い手
を確保できる。

㉑
子育て
（2章-
1）

仕事などの制約から子育
てにおいて望む選択肢を
選べない場合がある。

テレワークと有給休暇を
組み合わせるなど、仕事
と子育てが両立できるよ
うな働き方を定着させ
る。

子育てに色々な選択肢が
ある。

急遽子どもの見守りをお
願いしたい親と、見守り
をしたい地域の人をマッ
チングさせる安全な仕組
みを構築する。

子育ては地域で行うも
の、見守るものという意
識が定着する。

（
追
加
）

保育の効
率化（2
章-5）

保育所、小学校、中学
校、高校、大学など、各
機関は個別にサービスを
提供していて、連携が薄
い。

各教育ステージの連携を
つなげるような取組を検
討する。

在住の子育て世代の保育
や教育において、各教育
ステージの連携が進み、
効率化が図られる。

阪神間の特徴である大学
の集積をいかし、デジタ
ル技術を積極的に取り入
れ、保育や教育における
子育て世代の負担を軽減
するような取組を推進す
る。

最新技術を活用した保育
効率化のモデル都市な
ど、保育や教育の分野で
先進地となり、子育て世
代に暮らしやすいまちと
なる。

★若い世代の定住定着・呼び込みグループ

㉒
子育て
（2章-
1）

保育や教育の現場に対し
て、家庭からの依存が大
きくなっている。これに
反して、地域での集いの
機会が少なくなってい
る。

【仮想・遠隔（ヴァー
チャル）を重視】
・ヴァーチャル空間を駆
使した「第２の家庭」を
つくる（高校生、大学生
以上）。
・AIを活用した地域の相
談相手とのマッチングを
行う（高校生、大学生以
上）。

【現実・対面（リアル）
を重視】
・週に１回程度は別の家
庭で暮らすような「第２
の家庭」をつくる（高校
生、大学生以上）。
・同地区内の「つなが
り」を構築する（小学
生、中学生）。
・「見守り」から始める
安全な地域づくりを行う
（未就学児、小学生）。

ヴァーチャルかリアルか
を問わず、家族とは違っ
て気楽につながれる「第
２の家庭」という考え方
が広まる。また、子育て
で困難に陥ったときに皆
で助け合えるつながりを
つくる。

子育てで助けて欲しい
人、助けたい人がお互い
につながることのできる
仕組みが日常化する。

「おせっかい」がおせっ
かいでない地域となり、
地域ぐるみで子どもを養
育することが当たり前の
地域となる。

★保育・教育グループ
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柱立て 現 状
中間像への取組（課題、
実現可能で有効な方法

等）
中間像

将来像への取組（課題、
プラスを増やす方法等）

将来像
シナリオテー

マ

㉓
社会参画
（2章-
6）

生活のゆとりの有無に
よって、支援する人と、
支援を受ける人が二極化
している。

支援をしたい人、支援を
受けたい人の立場から、
多種多様なニーズを把握
する。

支援を受けたい人は、地
域、民間企業、行政サー
ビスなどから適切な支援
を受けることができる。
また、地域、民間企業、
行政サービスが支援を受
けたい人の社会参画をあ
とおしできるようにす
る。

地域単位で、支援をした
い人と、支援を受けたい
人をマッチングさせる安
全な仕組みを構築する。

支援を受けるだけではな
く、別の分野では支援す
る側になるなど、全員が
主体として参画できる社
会となる。

㉔
防災減災
（2章-
2）

阪神淡路大震災や、大型
台風など災害に対する備
えが十分とは言えない。

各家庭での備えや災害発
生時のシミュレーショ
ン、地域での防災訓練へ
の取組みが必要である。

地域とのつながりが少な
い若年層への防災の普及
や学校教育での防災に取
り組む。

高齢者、障害のある方、
子どもがいる世帯など弱
者への対応が必要であ
る。

大型災害にも強い防災力
を備えたまちになる。

㉕
活力ある
まち（2
章-6）

地域の魅力を知らず、地
域内での交流が少ない。

各市町が持つ特徴、個
性、資源を磨き上げてPR
する。

県内に住む人の交流を促
進する。

大阪、神戸、京都などの
各地域とのハブ機能を強
化する。また、空と海を
兼ね備えた産業都市とし
ての魅力を高める。

人口減少にかかわらず。
地域内外の交流人口が促
進され、活力ある産業が
持続、発展する。

㉖
活躍の場
（2章-
6）

対象路線の利用者の減少
などで公共交通機関の減
便が検討されている。

コミュニティバスの運行
など、移動手段が増え
る。

自動運転技術の活用が進
む。人やモノの円滑な移
動が進む。

高齢者、女性、外国人が
気持ちよく働ける環境を
整備する。

世代、性別、国籍に関係
なく、活躍の場が広が
る。

㉗

地元の事
業者の持
続的な発
展（2章-
5）

経済・社会状況によっ
て、地元商店街や小規模
事業者の経営が大きく影
響を受け、逼迫や廃業が
目立つ。

商店街や小規模事業者の
経営に、立地や宣伝方法
のようなサービスや商品
以外の条件が制約となら
ないようデジタル技術を
拡充させる。

地元商店街や小規模事業
者が、大企業や中堅企業
と競争できる環境が整っ
た社会となる。

地域住民や事業者が、恒
常的に地元商店街や小規
模事業者を利用する地産
地消の仕組みを強化す
る。

地元商店街や小規模事業
者が地域に根ざした必須
のものとして、持続的に
発展している社会とな
る。

㉘

雇用の確
保と生産
性の向上
（2章-
5）

生産性（付加価値÷人
口）が低い状態にある。

高齢者や女性が就労しや
すい環境をつくる。

人口減少にもかかわら
ず、労働力人口が維持・
向上している。

社会人教育の拡充や、誰
もが働きやすい環境の整
備を行う。

働きたい人が働き、高い
生産性が確保されている
社会。

㉙

空と海の
一体的な
利活用
（2章-
5）

阪神地域は伊丹空港や尼
崎西宮芦屋港が立地し、
大阪と神戸の間に立地す
る地域であるが、これら
は別個に運営されてい
る。

商工業分野では、高速道
路との物流網の強化を図
る。インバウンド需要等
を見越した周遊方法も検
討する。

尼崎西宮芦屋港や伊丹空
港が一体的に活用され、
大阪や神戸と連携しなが
ら、一体的・広域的に利
活用が進む社会となる。

播磨地域や淡路地域、瀬
戸内海にも目を向け、空
と海が一体的に運用さ
れ、阪神地域に物流や人
が集まる取組を行う。

尼崎西宮芦屋港、伊丹空
港、大阪や神戸との連携
が進み、さらに播磨地
域、淡路地域、瀬戸内海
との一体的な利活用が進
む。

㉚

交通網の
整備等
（2章-
3）

阪神地域の南北間の移動
が容易とは言えない。

阪神地域の各地で、自動
運転技術の公共交通機関
での試験的な運用を行
う。

自動運転技術を活用した
公共交通網が実現されて
いる。

自動運転技術やMaaSのよ
うな移動を支援するシス
テムが拡充する。

阪神地域の南北間の移動
について、誰もが支障を
感じない社会となる。

㉛

地域振
興・ツー
リズム
（2章-
5）

六甲山麓や北摂里山に代
表される豊かな自然環
境、阪神間モダニズムに
代表される多様な地域資
源、日本遺産に認定され
た酒造りなど、いろいろ
なコンテンツがあるが、
一体的にストーリーとし
てPRできていない。

ストーリーを広域的に構
築し、地域内外へPRす
る。

「イミ」消費や「コト」
消費のできる地域、域内
観光「マイクロツーリズ
ム」ができる地域とし
て、地域住民の移動が促
進され、交流人口も拡大
している社会となる。

港町神戸、世界遺産の姫
路城、有馬温泉、城崎温
泉、淡路の食というよう
に、「阪神間と言えばこ
れ」というようなコンテ
ンツを、既存の地域資源
をいかして再創造し発信
する。

「住み続けたい」阪神間
となり、定住人口や交流
人口が一定水準で確保さ
れる社会となる。

㉜
楽しい空
間（2章-
6）

都市部であっても空き家
があるなど、限られた都
市空間が有効に活用され
ていない。

空き家バンクなどの活用
により利用、移動希望者
をマッチングさせ、未利
用スペースを減らす。

限られた都市空間が効率
的に活用される。

空き家などの未利用ス
ペースは、地域などが管
理する共同スペースとし
て活用できるようにす
る。

身近なところに皆が集ま
る楽しい場所がある。

㉝
農業（2
章-6）

農業に適した地域が多い
が、そのイメージやブラ
ンド力が弱い。また、耕
作放棄地も増加してい
る。

都市近郊の地理的要素を
活かし、農作物を販売で
きる場所や機会を増や
す。また、非農家の地域
住民に従来の農業との接
点を持ってもらうような
イベントや取組みを実施
する。

就農者のみならず、非農
家の地域住民にも。農業
と接する機会が増える。

就農者と休閑地をマッチ
ングさせるようにする。

農作物の生産が持続、発
展する。

㉞

ルール、
思いやり
（2章-
6）

社会の多くのことをルー
ルで明確にし、規制する
ことで、害悪の発生を予
防している。

ルールや規制を簡単に
し、少なくする。

地域のことは地域で考
え、最小限のルールを定
め、活動する。

倫理観、寛容性、思いや
りを高める。

ルールの遵守と、思いや
りのバランスが取れた社
会になる。
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